




A Study of the Relationships between the Understanding of Preschool Teachers 




































Ⅰ Ⅱ Ⅲ M SD
第Ⅰ因子：限界性
８） 子どもの個性を把握する難しさ .713 .104 -.012 4.18 .868
７） 子どもの行為の意味の理解後における対応の苦慮 .695 -.112 .040 3.73 .855
５） 子どもの行為の意味を理解する難しさ .640 -.131 .038 3.73 .836
11） 子どもを丸ごと信頼・肯定しようとする難しさ .628 -.012 -.076 3.96 .824
６） 保育者としての意図の優先 .550 .058 -.122 3.83 .871
３） 子ども一人一人に意識を向ける難しさ .530 -.090 .086 3.55 .944
第Ⅱ因子：相互性 　 　 　
14）保育者にわかってもらえた喜びを子どもが感じている実感 -.060 .673 .050 4.25 .737
９）お互いに肯定的なまなざしに基づく包括的理解 -.068 .668 -.080 3.93 .973
12）子どもと保育者間における感情共有と相互理解 .121 .653 -.087 4.62 .861
13）子どもの受け止め方を考慮したかかわり .171 .505 .217 4.09 .760
10）子どもの家庭的背景を含めた子どもの行為や意図の考慮 -.215 .505 .018 3.96 .824
第Ⅲ因子：敏感性 　 　 　
２）子どもの些細な変化や行為に対する敏感な気づき -.083 -.127 .983 3.94 .760
１）子どもの些細な変化や行為に向ける意識 -.018 .122 .746 4.16 .751
４）子どもの本当のニーズや心情を瞬時に感じとること .196 .122 .426 3.72 .709
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅱ .380
Ⅲ .480 .600






































る先行研究を概観すると、保育者効力感と “子ども理解・対応の難しさ” や “学級経営の難し
さ” との関連性が見出された知見（西坂2002（13））や、保育者効力感を規定するポジティブな






















































































群 経験年数 N 平均 SD
初任群　 １年目  18 1.00 .00
若手前期群 2‒5年目  85 3.32 1.07
若手後期群 6‒10年目  55 7.89 1.47
中堅群 11‒20年目  37 15.78 2.87





















２）子どもの能力に応じた課題提示 .844 3.738 .7393
３）プログラム変更に対する柔軟な対応 .808 3.698 .9347
１）子どもへのわかりやすい指導 .806 3.818 .7857
９）一人一人の子どもへの適切な遊びの援助 .805 3.780 .7015
８）クラス全体へ目を向けた集団への配慮 .804 3.769 .6912
７）不安定な子どもへの適切な対応 .773 3.973 .7035
６）保護者からの信頼 .734 3.822 .6941
10）子どもの活動に考慮した適切な人的・物的環境の構成 .721 3.803 .7420
４）全年齢の子どもに対する優れた対応 .700 3.290 1.0501




















５） 職員連携ができる園の雰囲気 .883 4.21 .983
６） 意見尊重や支え合いの雰囲気 .824 4.11 1.000
３） 園全体のゆとり .776 3.73 .999
７） 安心して生活できる環境の確保 .679 4.10 .792






























初任群 若手前期群 若手後期群 中堅群 熟達群 合計
子ども理解限界性 3.66（.798） 3.67（.504） 3.87（.558） 4.05（.584） 4.14（.651） 3.84（.601）
子ども理解相互性 3.86（.539） 4.05（.579） 4.09（.552） 4.33（.501） 4.60（.499） 4.16（.581）
子ども理解敏感性 3.67（.540） 3.82（.575） 3.79（.651） 4.16（.442） 4.40（.613） 3.93（.617）
保育者効力感 3.44（.571） 3.47（.502） 3.62 （.520） 4.10（.555） 4.36（.499） 3.72（.614）
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⒂ 水落洋志「The effects of Japanese childcare worker’s years of childcare experience on their feelings of 




















29 Ahnert, L.,Pinquart, M., & lamb, M. E.（2006）Security of children’s relationships with nonparental 
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